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２０１８年３月２０日（火）開催  財務報告実務検定セミナー 
 

～事業報告等と有価証券報告書の一体的開示に備える～ 
【経理の状況】を中心とした「改正点」を最終チェック 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
【プログラム】 
時間 １６：００～１７：３０ 
～事業報告等と有価証券報告書の一体的開示に備える～ 
【経理の状況】を中心とした「改正点」を最終チェック 
講師： 監査法人アヴァンティア 

情報システム担当パートナー 
公認会計士 入澤 雄太 様 

 
 
【ご案内】 
このたび財務報告実務検定では、監査法人アヴァンティアの情報システム担当パートナー 
公認会計士 入澤 雄太 様をお招きし、『～事業報告等と有価証券報告書の一体的開示に備

える～【経理の状況】を中心とした「改正点」を最終チェック』と題して、3 月決算企業を

対象に、有価証券報告書の【経理の状況】を中心とした改正について詳しく解説していただ

きます。事業報告等（事業報告及び計算書類）と有価証券報告書の一体的開示を図るため、

まずは事業報告等と有価証券報告書の間で類似・関連する項目について、可能な範囲での共

通化が図られることとなりました。また、今 3 月期決算からは有価証券報告書で経営者目

線の MD&A（経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析）の

開示も始まります。従来型の MD&A の開示では不十分な開示となるため、入念な事前準備

が必要となります。加えて、有価証券報告書における新株予約権等の記載の合理化も図られ

ています。これらの改正点は今 3 月決算から対応しなければならないため、開示担当役員

や開示担当者は改正内容を確実に把握しておかなければなりません。さらに 2018 年 4 月 1
日からは実務対応報告第 36 号「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与

する取引に関する取扱い」が適用（早期適用可）されるようになることも押えておきたいと

ころです。本セミナーでは会計基準関連の改正に詳しい監査法人アヴァンティアの公認会

計士 入澤 雄太 様に改正点への対応の留意点について解説していただきます。3 月決算企

業以外の企業の経理担当者にも必ず役に立つセミナーです。 
 
■開催日時：２０１８年３月２０日（火）１６：００～１７：３０（受付 １５：４５～） 
■開催場所：エムワイ貸会議室 高田馬場 RoomA  
東京都新宿区高田馬場１－２９－９ TD ビル３F 
JR 山手線・西武新宿線｢高田馬場｣駅 戸山口 徒歩２分 



東京メトロ東西線｢高田馬場｣駅 ５番出口 徒歩５分 
http://meijiyasuda-life-hall.com/kashikaigishitsu-takadanobaba/access.html 
■定員：５０名（定員になり次第締切） 
■受 講 料：財務報告実務検定会員の方は無料、会員でない方は 10,800 円（消費税込） 
■申込方法：下記よりお申込みいただければ幸いです。 
http://zaimuhoukoku.jp/seminar/20180320/index.html 
■主催：財務報告実務検定事務局（一般社団法人日本 IPO 実務検定協会内） 
【講師略歴】 
入澤 雄太（いりさわ ゆうた）様 
監査法人アヴァンティア 情報システム担当パートナー 
神奈川県出身。日本大学理工学部航空宇宙工学科卒業。 
公認会計士第 2 次試験合格後、監査法人トーマツ（現 有限責任監査法人トーマツ）におい

て、主に法定監査、上場準備等に従事。監査法人トーマツ退職後、宇宙開発事業団（現 宇
宙航空研究開発機構）の経理業務を経て、2006 年に太陽 ASG 監査法人（現太陽有限責任

監査法人）に入所し、法定監査等の監査業務に従事。 
2008 年に監査法人アヴァンティアのパートナーに就任。 
現在、現場最前線での業務執行を務めながら、法人内の情報システム体制の管理を行ってい

る。 
監査法人アヴァンティアのサイトはこちら 

 
 
【エムワイ会議室 高田馬場 Room A 地図】 
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